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取扱説明書について

ご使用の前に本書をよくお読みの上、正しくお使いください。お読みになったあとは、いつでも見られる
ように必ず保管してください。また製品を移動する際は、必ず本書を添付してください。
本書に乱丁、落丁などの不備がありましたら、お取り替えいたします。また、本書を紛失または汚損した
場合は、新しい取扱説明書を有償でご提供いたします。どちらの場合もお買い上げ元または当社営業所に
ご依頼ください。その際は、表紙に記載されている「Kikusui Part No.」をお知らせください。
本書の内容に関しては万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤り、記載漏れなどありました
ら、当社営業所にご連絡ください。

輸出について

特定の役務または貨物の輸出は、外国為替法および外国貿易管理法の政令／省令で規制されており、当社
製品もこの規制が適用されます。
政令に非該当の場合でもその旨の書類を税関に提出する必要があり、該当の場合は経済産業省で輸出許可
を取得し、その許可書を税関に提出する必要があります。
当社製品を輸出する場合は、事前にお買い上げ元または当社営業所にご確認ください。

取扱説明書の一部または全部の転載、複写は著作権者の許諾が必要です。
製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告なく変更することがあります。

Copyright© 2002-2006　菊水電子工業株式会社

- 保　証 -

この製品は、菊水電子工業株式会社の厳密な試験･検査を経て、その性能は規格を満足していること
が確認され、お届けされております。
弊社製品は、お買上げ日より1年間に発生した故障については、無償で修理いたします。
但し、次の場合には有償で修理させていただきます。

1.  取扱説明書に対して誤ったご使用およびご使用上の不注意による故障、損傷。
2.  不適当な改造・調整・修理による故障および損傷。
3.  天災・火災・その他外部要因による故障および損傷。

なお、この保証は日本国内に限り有効です。
This warranty is valid only in Japan.

Microsoft およびWindowsは米国Microsoft Corp. の登録商標です。
その他記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。
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3.　1　基本操作方法1　　　　　　　　　　　　　　　　

　ここでは、本機の前面パネルの操作方法の基本とディスプレイの表示および電源装置としての、

もっとも基本的な操作の電圧・電流の設定方法とプロテクション動作について説明します。

また、［1］主電源スイッチは常にオンの状態であるとして説明します。

3.　1.　1　電源スイッチのオン／オフ
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3.　1.　2　パネル操作の基本

前面パネルからの操作の基本およびディスプレイのメニューについて説明します。

［1］機能の選択

［2］数値の入力または増減
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［3］メニューの選択
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［4］操作の取消し

　操作を取消したいときは、【ＥＳＣ】キーを押します。このキーを押すたびに、1レベル上（=1つ前）
のメニューに戻ります。

・　【ＯＵＴＰＵＴ】キーは解除されません。

［5］出力のオン／オフ

　【ＯＵＴＰＵＴ】キーを押すたびに、出力のオン・オフが交互に切り換わります。

オンの状態のとき、〈ＯＵＴＰＵＴ〉ＬＥＤが点灯します。

　次の　3.1.3～3.1.6　では、本機の電源装置としての基本的な操作を説明します。

すべての設定は、工場出荷時の設定に基づいています。工場出荷時の設定一覧は付録3をご覧ください。
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3.　1.　3　電圧・電流の設定と出力のオン／オフ

　電源装置のもっとも基本的な設定は、電圧の設定、電流の設定および出力のオン／オフの切換えで
す。

　電圧・電流を設定するには、【Ｖ ＳＥＴ】キーまたは【Ｉ ＳＥＴ】キーを押して電圧・電流の設定
が可能な状態にして、ジョグ、シャトル【△】【▽】キーまたはテンキーを使用して値を設定します。
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3.　1.　4　電圧・電流のファイン操作

　通常の電圧・電流よりも更に微細な設定を行うことができます。ファインの設定値は、“Ｖ ＳＥＴ”
または“Ｉ ＳＥＴ”で設定された値にオフセットとして加算されます。
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3.　1.　5　オート・ファイン機能

　本機は、電圧・電流設定時に3.1.4で述べたファイン値を自動的に操作し、出力電圧・電流をそれぞれの
設定値に近づける機能をもっています。この機能を使用するかどうかの選択は3.4.1コンフィギュレーショ
ンで行います。
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3.　1.　6　プロテクション動作の設定

　プロテクションは、誤操作などによる過電圧、過電流入出力から電源や負荷を保護する機能です。過
電圧保護（ＯＶＰ）や過電流保護（ＯＣＰ）レベルを設定したり、処理動作を設定することができま
す。またオート機能により、ソフトウェアＯＶＰおよびＯＣＰのレベルを設定することもできます。

　クローバ・サイリスタオプション付きの場合は、過電圧保護動作時に出力電圧を高速に低下させるこ
とができます。
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3.　1.　7　プロテクション動作後のアラーム解除

プロテクション動作後のアラームを解除するには【ＳＨＩＦＴ】＋【ＥＳＣ】RESETを押します。
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3.　2　基本操作2　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.　2.　1　リモート・センジング

　リモート・センジングは、負荷の電圧を検出し、負荷線の抵抗や接触抵抗による電圧降下を補償する
機能です。
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3.　2.　2　メモリ機能

　メモリ機能により、4組までの電圧・電流値のペアをメモリにストア（記憶）したり、メモリから呼
び出したりすることができます。
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3.　2.　3　セットアップ機能

　本機は、電圧・電流の設定値、プロテクション動作、Ｔｒ　Ｔｆなど動作に関する多くの設定値を記
憶しています。セットアップ機能は、これらの設定値を一括して呼び出したり、保存したりする機能で
す。



第３章　操作方法

3-23



第３章　操作方法

3-24



第３章　操作方法

3-25



第３章　操作方法

3-26



第３章　操作方法

3-27



第３章　操作方法

3-28

3.　2.　4　キー・ロック機能

　ジョグとシャトルを含め、前面パネルのすべてのキー入力を禁止状態にします。ただし、キー・ロッ
クの解除（【ＳＨＩＦＴ】＋【1】KEYLOCK ）およびアラームの解除（【ＳＨＩＦＴ】＋【ＥＳＣ】
RESET ）の操作は可能です。
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3.　2.　5　クリック分解能の設定

　ジョグおよび【△】【▽】キーのクリック分解能を設定します。

　この設定は、電圧・電流の設定が可能な状態で【ＳＨＩＦＴ】＋【6】RESOLN キーを押し、ジョグ、
シャトル、テンキーによって行います。
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3.　2.　6　立上り・立下り時間の設定

　電圧・電流出力の立上り・立下り時間（Ｔｒ　Ｔｆ）を設定します。

　出力がオフの状態で【ＳＨＩＦＴ】＋【8】Tr　Tf　を押してメニューで選択します。

　［50ms］、［150ms］、［600ms］のいずれかを設定します。
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3.　2.　7　インターフェース・ステータスの表示

　オプションのインターフェース・ボードを用いて本機を制御した場合、インターフェースの状態が
ディスプレイに表示されます。

　ルート表示の状態で【ＳＨＩＦＴ】＋【ＣＬＲ】IBSTキーを押すと表示し、再び【ＳＨＩＦＴ】＋
【ＣＬＲ】IBSTキーを押すと消えます。
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3.　3　シーケンス動作　　　　　　　　　　　　　　　　

　シーケンス動作とは、あらかじめ設定した出力電圧・電流のシーケンスを自動実行する動作です。
シーケンス動作を用いることにより、任意の電圧・電流波形を発生させることができます。本機では、
シーケンス動作のプログラミングが可能であり、プログラムは「シーケンス・ファイル」として保存・
実行することができます。

シーケンスの実行例

　シーケンス動作により下記のような出力波形を得ることができます。このデータは工場出荷時にサン
プルとして用意されており付録のコーディング・シートの記入例と対応しています。

3.　3.　1　シーケンスの説明
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シーケンス動作の特徴を下表に示します。

通常シーケンス動作

（ノーマル・スピード・モード）

動作可能な出力 電圧（ＮＶモード）、電流（ＮＩモード）

(Mode) 電圧・電流（ＮＶＩモード）

ステップ実行時間 １．ミリ秒レンジ (0, 50ms～9999ms)

(Time Unit) ２．秒　　レンジ (0, 0.1s～999.9s)

３．分　　レンジ (0, 1s～999min59s)

４．時間　レンジ (0, 1min～999h59min)

同一レンジ内でステップ毎に任意に設定可
実行時間０は当該ステップをスキップ（実行しない）
させます。

出力の遷移種類 ステップ遷移またはランプ遷移

トリガ入出力機能 可

(TRIG I/O端子) （トリガ入力またはトリガ出力の一方を選択）

出力オン／オフ機能 可

ポーズ機能 可

最大ステップ数 ２５６

ループ回数 １～９９９８、無限回（９９９９を指定）

シーケンス数 ８

プログラム数 １６

・電圧・電流出力は、設定された立上り、立下り時間<Tr Tf Time>で作動します。したがって
1ステップ実行時間がＴｒ　Ｔｆより速い場合には、プログラムで指定した値に達しないこと
があります。

・軽負荷時は立下り時間が長く必要な場合があります。

・出力オン／オフ機能をステップの中で設定した場合､そのステップ実行時間が数100ms以下の
時は､正しいステップ実行時間にならないことがあります。
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シーケンス・ファイルには下記のパラメータを格納します。

シーケンス動作用シーケンス・ファイル

Ｍｏｄｅ　ＮＶ／ＮＩ／ＮＶＩ ･････ 動作の種類

Ｔｉｍｅ　Ｕｎｉｔ ･････ ステップ実行時間（単位）

シーケンス１ ･････ ”どのように実行するのか？”のパラメータ

実行プログラム番号 （Ｐｘｘ） ･････ 実行するプログラム番号

ループ回数 （Ｌｘｘｘｘ） ･････ プログラムＰｘｘの反復回数

エンド・プログラム番号 （Ｅｘｘ） ･････ 実行終了時の終了プログラム番号（第1ステップのみ実行）

チェイン・シーケンス番号（Ｃｘ） ･････ 次に実行されるシーケンス番号

シーケンス２～シーケンス８ ・シーケンス２～８はシーケンス１と同じパラメータを持ちます。

プログラム０１ ･････ ”何を実行するのか？”のパラメータ

ステップ数　ｎ ･････ ステップ数（１～最大２５６ステップ）

ステップ１

Ｓ／Ｒ ･････ Ｃ．Ｖの変化をステップ遷移またはランプ遷移にします。

Ｖ値 ･････ 目標のＣ．Ｖ値

Ｓ／Ｒ ･････ Ｃ．Ｃの変化をステップ遷移またはランプ遷移にします。

Ｉ値 ･････ 目標のＣ．Ｃ値

トリガ出力 １／０ ･････ トリガを出力するか、否か。

出力　オン／オフ ･････ 出力をオンにするか、オフにするか。

ポーズ １／０ ･････ このステップをポーズ状態にするか、否か。

実行時間 ･････ このステップの実行時間。

ステップ２～ステップｎ ・ステップ２～ｎはステップ１と同じパラメータを持ちます。

プログラム０２～プログラム１６ ・プログラム０２～１６はプログラム０１と同じパラメータを持ちます。
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シーケンス動作の各要素の関係



第３章　操作方法

3-37

工場出荷時のサンプル・シーケンス動作の出力波形とシーケンス各要素の関係
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3.　3.　2　シーケンス動作の操作手順

　シーケンス動作の操作は以下の手順で行います。
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3.　3.　3　シーケンス動作の操作方法

　シーケンス動作の操作を行う際には、あらかじめコーディング・シートに希望するシーケンス動作の
各パラメータを記入しておくことをお勧めします。（コーディング・シートは付録5に添付されていま
す。記入例は、工場出荷時のシーケンス例をコーティングしたものです）。

次の［1］と［2］において、付録5の記入例をシーケンス実行メモリに作成します。
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3. 4　 応用操作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.　4.　1　コンフィギュレーション

　コンフィギュレーションは、本機の動作条件またはシステム構成を設定する機能です。

これらの設定内容は、本機内部の不揮発性メモリに格納されます。電源投入時に呼び出され、再設定さ
れます。

　【ＳＨＩＦＴ】＋【０】CONFIG を押すことにより、コンフィギュレーション・メニューが表示され
ます。このメニューでは、さまざまな設定や選択を行うことができます。

　コンフィギュレーション・メニューの中にあるキャリブレーション（校正）については「6.1　校正」
を参照してください。
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3.　4.　2　アナログ・リモート・コントロール
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[4] ホールド・オフ（GPIB）

　プログラム・メッセージやクウェリ・メッセージの末尾に “@”（40h）を付加することにより、そのメッ
セージ を本機が実行完了するまでGPIBをホールド・オフ状態にすることができます。ただし、EOIだけ
のコマンド・メッセージ・ターミネータの場合は “@@”としてください。

＜メモ＞ ・ ホールド・オフは、GPIBインターフェース・ボード（IB11）固有のものです。

4.2.2 レスポンス・メッセージ

　クウェリ・メッセージに応答して、本機からGPIBコントローラ、RS-232Cターミナルへ送る情報です。
ヘッダや数値などで構成されるアスキー・コードの文字列です。

〈SP〉〈ﾚｽﾎﾟﾝｽ･ﾍｯﾀﾞ〉 〈ﾚｽﾎﾟﾝｽ･ﾃﾞｰﾀ〉 

,

4.2.3 アクノリッジ・メッセージ（RS-232C）

　プログラム・メッセージに対応した、本機からRS-232Cターミナルへ送る情報です。プログラム・メッ
セージの処理が完了したことを知らせます。ヘッダだけで構成されるアスキー・コードの文字列です。

〈ｱｸﾉﾘｯｼﾞ･ﾍｯﾀﾞ〉 

＜メモ＞ ・ アクノリッジ・メッセージはRS-232Cインターフェース・ボード（RS11）固有のも
のです。

・ アクノリッジ・ヘッダには、次の3種類があります。

“OK”...................................正常終了

“ERROR”............................シンタックス・エラーなどの異常発生

“TIME OUT”...................... MCBのアドレス・エラー等

・  SILENT  コマンドによってアクノリッジ・メッセージをオン／オフさせることがで
きます。

・ 工場出荷時のアクノリッジ・メッセージは<SILENT ON>です。
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＜メモ＞ ・使用方法は「4.7リモートプログラミングの応用例　［1］電圧設定とモニタ・リード
バック例」を参照してください。
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[11] GPIB専用コマンドおよび特殊コード

マルチライン・メッセージ<DCL> ：MCBのパス・アドレスを0にします。エラー・メッセージをクリア
します。

マルチライン・メッセージ<SDC> ：同上。
マルチライン・メッセージ<GET> ： TRG  コマンドと同様です。
 “@”（40h） ：プログラム・コマンド・メッセージの終端に “@”コード（40h）を

付加することにより、メッセージが実行終了するまでホールド・オ
フします。ただし、EOIだけのコマンド・メッセージ・ターミネー
タの場合は “@@”としてください。

例： call Tx("VSET 5.0V") ' 入力バッファにメッセージを取り込み、次へ進む。
call Tx("VSET 5.0V@") ' <VSET 5.0V>を実行後、次へ進む。
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4.7 リモート･プログラミングの応用例

4.7.1 初期設定

　リモート･プログラミングを行う前に、インターフェース･ボードの初期設定を行ってください。ボード
別の設定項目は、次のとおりです。設定手順については、「3.4.1コンフィギュレーション」を参照してくだ
さい。

GPIBインターフェース･ボード（lB11）
　･GPIB機器アドレス
　･パワー･オン･サービス･リクエスト

RS-232Cインターフェース･ボード（RS11）
　･転送速度
　･データ･ビット長
　･ストップ･ビット長
　･パリティ･ビット

MCBスレーブ･インターフェース･ボード（MC11S）
　･MCB機器アドレス
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4.7.2  応用プログラム

サンプルコード（Visual Basic6.0）
 　後述するサンプルプログラムはMicrosoft Visual Basic6.0を前提にしており、I/OライブラリはVISAライ
ブラリ（VISA COM）を使用するものとします。

 　以下のいずれかのVISA ライブラリが使用できます。
・ 当社のKI-VISA

（VER.3.0.x 以降、当社ウェブサイトhttp://www.kikusui.co.jp/download/からダウンロード可能）
・  National Instruments 社のNI-VISA

（VER.3.0 以降、Windows2000 およびWindows XP ではVER.3.2 以降）
・ Agilent Technologies 社のAgilent VISA

（Agilent IO Libraries M01.00 以降）

VISAセッションの取得と通信設定
　下記に示すコードは、後述する全てのサンプルプログラムに共通の部分で、本製品との通信を行う前に
実行する必要があります。
　また、変数strVisaAddressに代入するVISAリソース文字列は、GPIB/RS232Cによって書式が異なります。

　GPIBの場合はデバイスアドレス1を前提にしています。

　RS232Cの場合、通信パラメータは工場出荷状態を前提にしています。
 ・通信速度: 9600 bps
 ・データ長: 8 bits
 ・ストップビット: 1 bit
 ・パリティ: NONE
 ・フロー制御: XFlow
 ・通信ポート: COM 1
 ・ターミネータ: CR+LF

　プログラムの通信パラメータ設定はこれらの値で書かれていますので、製品の状態が工場出荷時と異な
る場合は、工場出荷時の状態に戻してください。
　「3.2.3 セットアップ機能」の「[4] イニシャライズ」を参照してください。
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共通モジュール

1.　通信 IOオープン /クローズモジュール
　GPIBまたはRS232C IOオープン/クローズモジュールは通信を行うための基本的な動作ですから、標準
モジュールに収録してください。プログラム開始で、comm_open関数を呼び出したら、プログラム終了前
に必ずcomm_close関数を呼び出して通信ポートを閉じてください。

2.　設定コマンド /問合せコマンド送受信モジュール　［Function Tx(send_data As String)］
　コマンド送信後、コマンド文字列に"?"が含まれていれば受信動作を実行し、グローバル変数［g_strRxd］
に受信データを格納します。

＜＜以下を標準モジュールに収納してください＞＞

Option Explicit
Public Declare Sub Sleep Lib "kernel32" (ByVal dwMilliseconds As Long) 'sleep関数 API　wait時間に使用します
'下記の変数は VISA COMを操作するのに必要です
Public rm As VisaComLib.IResourceManager
Public io As VisaComLib.IMessage
Public serial As VisaComLib.ISerial
Public g_strRxd As String '受信データ格納グローバル変数
Public m_session_INTFC As VisaComLib.IGpibIntfc 'GPIBインターフェースコマンド使用時のライブラリ
Public Const trg_on = "1" 'シーケンス　ステップ　トリガ ON
Public Const trg_off = "0" 'シーケンス　ステップ　トリガ OFF

'------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Function comm_open()

'*******************************************************
'*  通信 IO　openモジュール
'*  通信ポートは下記のように固定されています
'*  GPIB アドレス:１
'*  RS232C ポート: COM1
'*
'*　strVisaAddressに代入する文字列で GPIB,RS232C切替えます
'*　本モジュールでは通信ポート open後、HEADを OFFに設定します
'*******************************************************
Dim strVisaAddress As String 'strVisaAddress変数は VISAアドレスを指定します。
'strVisaAddress = "ASRL1::INSTR" 'RS232Cポート設定　※ RS232Cを有効にする場合、GPIBはコメントにしてください
strVisaAddress = "GPIB0::1::INSTR" 'GPIBアドレス設定　※ GPIBを有効にする場合、RS232C はコメントにしてください

'リソースマネージャー・オブジェクトを作成してください。
'(最初、VISA Glovalリソースマネージャーで作成を試みます、失敗した場合は、アジレントリソースマネージャーで試みます)

On Error Resume Next
Set rm = CreateObject("VISA.GlobalRM")
If rm Is Nothing Then

Set rm = CreateObject("AgilentRM.SRMCls")
End If
On Error GoTo 0

'VISA セッションオープン
Set io = rm.Open(strVisaAddress, NO_LOCK)

'RS232C固有の通信設定を行います
If io.HardwareInterfaceType = INTF_ASRL Then 'IOリソースが RS232Cの場合は以下の設定を実行します

Set serial = io 'RS232C
serial.BaudRate = 9600 'ボーレート 9600bps設定
serial.DataBits = 8 'データ長 8ビット設定
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serial.StopBits = ASRL_STOP_ONE 'ストップビット 1ビット設定
serial.Parity = ASRL_PAR_NONE 'パリティビット 使用しない
serial.FlowControl = ASRL_FLOW_XON_XOFF 'フロー制御 Xon/off設定
serial.Timeout = 5000 'タイムアウト 5秒設定（設定しない場合のデフォルトは 2秒）

ElseIf io.HardwareInterfaceType = INTF_GPIB Then 'GPIB使用時のみ
Set m_session_INTFC = rm.Open("GPIB0::INTFC") 'インターフェースメッセージを使用可にします

End If

Call Tx("HEAD OFF") 'HEAD無し設定
End Function

'------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Function comm_close()

'*******************************************************
'*  通信 IO　openモジュール
'*  通信ポートは下記のように固定されています
'*  GPIB アドレス: 1
'*  RS232C ポート: COM1
'*
'*  strVisaAddressに代入する文字列で GPIB,RS232Cを切替えます
'*  本モジュールでは HEADを OFFに設定後、IDN?で問合せを行います
'*******************************************************

'Close the VISA session
If rm Is Nothing Then Exit Function
io.Close
If m_session_INTFC Is Nothing Then Exit Function
m_session_INTFC.Close

End Function

'------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Function Tx(send_data As String)

'*******************************************************
'* 送信・受信モジュール
'* 送信方法:call（"アスキーコード文字列 ")+CR+LF
'* 本モジュールでは文字列にターミネータ CR+LFを付加します
'*
'*（?）が含まれるクエリコマンドの場合受信動作を実行します
'* グローバル変数　g_strRxdに受信データを格納します
'*******************************************************
On Error Resume Next
io.WriteString send_data + vbCrLf 'コマンド +CRLF送信

If InStr(send_data, "?") Then 'クエリコマンド判断
g_strRxd = io.ReadString(256) '受信したデータを g_strRxdグローバル変数に代入

End If
End Function
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サンプルプログラム

　以下のサンプルプログラムは、フォームを作成し、適当なコマンドボタンを設置して関数コールで使用
してください。
　例:

Private Sub Command1_Click()
Call comm_open '通信ポートオープン
Call example001 'サンプルプログラム 001を実行する
Call comm_close '通信ポートクローズ

End Sub

［1］電圧設定とモニタ・リードバック例

Sub example001()
'Sample program 1
'[1] 電圧設定とモニタ・リードバック例
'データ形式（単位省略、V、指数、mV、KVが使用できます）
'設定電圧問合せ値は、グローバル変数 g_strRxdに代入されます。
'<<VSET/ISET,VSET?,ISET?,VOUT?,IOUT?>>
Dim dVoltMeasure As Double '測定電圧変数　Double型
Call Tx("VSET 5.00") '電圧 5.00V設定
Call Tx("OUT ON") '出力 ON
dVoltMeasure = Meas_vout '設定電圧問合せ /出力電圧問合せ

Call Tx("VSET 0.00V") '電圧 0.00V設定
dVoltMeasure = Meas_vout '設定電圧問合せ /出力電圧問合せ

Call Tx("VSET 4.75E+0") '電圧 4.75V設定
dVoltMeasure = Meas_vout '設定電圧問合せ /出力電圧問合せ

Call Tx("VSET 5250mV") '電圧 5.25V設定
dVoltMeasure = Meas_vout '設定電圧問合せ /出力電圧問合せ

Call Tx("VSET 0.005KV") '電圧 5.00V設定
dVoltMeasure = Meas_vout '設定電圧問合せ /出力電圧問合せ

Call Tx("OUT OFF") '出力 OFF
End Sub
'-----------------------------------------------------------------------------------------------

Function Meas_vout() As Double
'設定電圧問合せ/出力電圧問合せ
Dim dVoltMeasure As Double '測定電圧変数　Double型
Sleep (1000) '立ち上がりディレイ時間設定１秒
Call Tx("VOUT?") '出力電圧問合せ、クエリは g_strRxdに格納される
dVoltMeasure = Val(g_strRxd) '文字データを Double形数値データに変換
Meas_vout = dVoltMeasure
Call Tx("VSET?") '設定電圧問合せ
End Function

'-----------------------------------------------------------------------------------------------

Function Meas_Iout() As Double
'設定電流問合せ/出力電流問合せ
Dim dCurrentMeasure As Double '測定電流変数　Double型
Sleep (1000) '立ち上がりディレイ時間設定 1秒
Call Tx("IOUT?") '出力電圧問合せ、クエリは g_strRxdに格納される
dCurrentMeasure = Val(g_strRxd) '文字データを Double形数値データに変換
Meas_Iout = dCurrentMeasure
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Call Tx("ISET?") '設定電流問合せ
End Function

［2］プロテクション処理動作の設定例

Sub example002()
'Sample program 2
'[2] プロテクション処理動作の設定例
'問合せ値は、グローバル変数 g_strRxdに代入されます。
'<<Protection>>
'------------設定------------
Call Tx("OVPSET 5.5;OCPSET 120") 'OVP/OCP値を設定する

Call Tx("OVPACTN 1;OCPACTN 2;OCPDLY 1.5S") 'プロテクション時のアクション 1:OUT OFF　2:PWR OFF
'リミットディレイ時間設定 1.5秒（設定範囲 0.05~9.9sec）

'------------問合せ値格納変数 ------------
Dim dOVP_Data As Double 'OVP設定データ格納変数
Dim dOCP_Data As Double 'OCP設定データ格納変数

Dim iOVPaction_Data As Integer 'OVPアクション設定データ格納変数
Dim iOCPaction_Data As Integer 'OCPアクション設定データ格納変数
Dim dOCPDLY_Data As Double 'OCPディレイデータ格納変数

Dim dHOPV_Data As Double 'ハードウエア OVPデータ格納変数
Dim dHOCP_Data As Double 'ハードウエア OCPデータ格納変数

'------------問合せ------------
Call Tx("OVPSET?") 'OVP設定値問合せ
dOVP_Data = Val(g_strRxd) 'クエリを数字に変換

Call Tx("OCPSET?") 'OCP設定値問合せ
dOCP_Data = Val(g_strRxd) 'クエリを数字に変換

Call Tx("OVPACTN?") 'OVPアクション設定データ問合せ
iOVPaction_Data = Val(g_strRxd) 'クエリを数字に変換

Call Tx("OCPACTN?") 'OCPアクション設定データ格納変数問合せ
iOCPaction_Data = Val(g_strRxd) 'クエリを数字に変換

Call Tx("OCPDLY?") 'OCPディレイ設定データ問合せ
dOCPDLY_Data = Val(g_strRxd) 'クエリを数字に変換

Call Tx("HOVP?") 'ハードウエア +電圧リミット値問合せ
dHOPV_Data = Val(g_strRxd) 'クエリを数字に変換

Call Tx("HOCP?") 'ハードウエア -電圧リミット値問合せ
dHOCP_Data = Val(g_strRxd) 'クエリを数字に変換

End Sub
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［3］ファイン調整の設定例

Sub example003(d_setvoltage As Double)
'Sample program 3
'本関数を呼び出す場合の引数は、Double型です。
'[3] ファイン調整の設定例: call example003(12.000V)
'設定値に対して、出力電圧を±1mVの範囲に微調整する例です。
'素早く設定値に到達できるように、予め計算した FINE値を送り、その後で微調整します。
'Software Auto Fine 機能
'FINE設定範囲: -128～ 127
'コマンド書式: VFINE <設定値 >
'<<Fine>>

Dim d_fine_dif_val As Double '設定値と出力値の差変数
Dim volt_fine As Integer 'FINE設定値変数
volt_fine = 0
Call Tx("VSET" & Str$(d_setvoltage))
Call Tx("OUT ON") '出力 ON

d_fine_dif_val = d_setvoltage - Wait_ReadBack '設定値と出力値の差計算
volt_fine = d_fine_dif_val / 0.0006 'FINE設定値の予想値算出（収束時間を早くするための計算）

'（定数 0.0006は製品により異なる）

If volt_fine <= -128 Then 'FINE設定値がマイナス上限を超えている場合
volt_fine = -128 'FINE設定値を -128に設定
MsgBox "FINEのマイナス設定範囲を超えています " 'メッセージ

ElseIf volt_fine >= 127 Then 'FINE設定値がプラス上限を超えている場合
volt_fine = 127 'FINE設定値を 127に設定
MsgBox "FINEのプラス設定範囲を超えています " 'メッセージ

End If '
Call Tx("VFINE " & Format(volt_fine)) 'FINE値を大まかに設定

Do 'FINE値を詳細に設定
DoEvents
d_fine_dif_val = d_setvoltage - Wait_ReadBack '設定値と出力値の差計算
Debug.Print d_fine_dif_val
If Abs(d_fine_dif_val) > 0.0011 Then '設定値と出力値の差が 1.1mV以上なら FINE動作を行う

If d_fine_dif_val < 0 Then '出力電圧が設定より高め --＞ FINE-
'FINE_minus prosess
If volt_fine < -128 Then Exit Do 'FINE_minus　最小値以下なら終了

Call Tx("VFINE " & Format(volt_fine)) 'FINE設定
volt_fine = volt_fine - 1

Else '出力電圧が設定より低め --＞ FINE+
'FINE_plus prosess
volt_fine = volt_fine + 1
If volt_fine > 127 Then Exit Do 'FINE_plus　最大値以上なら終了
Call Tx("VFINE " & Format(volt_fine)) 'FINE設定

End If
Else

Exit Do
End If

Loop
Call Tx("SETINI")

End Sub
'-----------------------------------------------------------------------------------------------

Function Wait_ReadBack() As Double
Sleep (1000) '立ち上がりディレイ時間設定 1秒
Call Tx("VOUT?") '出力電圧問合せ、クエリは g_strRxdに格納される
Wait_ReadBack = Val(g_strRxd) '文字データを Double型数値データに変換

End Function
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［4］メモリ機能の使用例

Sub example004()
'Sample program 4
'[4]メモリ機能の使用例
'頻繁に使用する設定をメモリに記憶させておくことができます。（A,B,C,Dメモリ）
'メモリに記憶させた設定を呼び出すことができます。
'電圧設定値と FINE設定値をあわせて記憶します。

'本サンプルプログラムでは、4.750Vファイン設定を、Aメモリにストアします。
'本サンプルプログラムでは、5.000Vファイン設定を、Bメモリにストアします。
'本サンプルプログラムでは、5.250Vファイン設定を、Cメモリにストアします。
'本サンプルプログラムでは、0.000Vファイン設定を、Dメモリにストアします。
'ストア後 1秒して A,B,C,Dメモリを読み出します。呼び出し間隔は 1秒に設定してあります。
'STORE コマンド書式: MEMSTO <1~4>
'RECALLコマンド書式: MEM <1~4>
'<<MEMORY STO/RCL>>

Dim d_setvoltage As Double '設定電圧変数
Dim icount As Integer 'カウンタ変数

d_setvoltage = 4.5 '電圧設定初期値

For icount = 1 To 4 '1:A　2:B　3:C　4:D

If icount = 4 Then
d_setvoltage = 0 'icount=4（D）なら 0.000を設定
Else
d_setvoltage = d_setvoltage + 0.25 '電圧設定値 +0.25V
End If

Call example003(d_setvoltage) '電圧 FINE設定関数コール
Call Tx("MEMSTO" + Str$(icount)) 'メモリストア

Next

Call Tx("VSET 0.000") '電圧設定を 0.00Vに戻す
MsgBox "メモリストア動作終了しました " 'デバック用メッセージ

For icount = 1 To 4
DoEvents
Call Tx("MEM" + Str$(icount)) 'メモリリコール（A, B, Cメモリ呼び出し）
Call Wait_ReadBack '出力電圧読出し
Sleep (1000) '1秒間のウエイト

Next
MsgBox "メモリリコール動作終了しました " 'デバック用メッセージ

End Sub
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［5］各種レジスタの設定、呼び出しとSRQ動作例

Sub example005()
'Sample program 5 ［GPIB通信時のみ有効です］
'[5]各種レジスタの背定、呼び出しと使用例
'電圧リミットを動作させ、FAUレジスタ　bit0　OVPビットで SRQを発生させます。
'本サンプルプログラムでは、シリアルポーリングで SRQの動作を調べます。
'関連レジスタ:
'   STS?（ステータス・レジスタ）読出し専用レジスタ
'   FUNMASK（フォールト・アンマスク・レジスタ）書込み /読出しレジスタ
'   FUN?（フォールト・レジスタ）読出し専用レジスタ、読み出すとクリアされます。
'   UNMASK（アンマスク・レジスタ）書込み /読出しレジスタ
'   STB?（ステータス・バイト・レジスタ）読出し専用レジスタ、読み出すとクリアされます。
'   シリアルポール・レジスタ（ステータス・バイト・レジスタ）読出し専用レジスタ
'   読み出すと、RQSビットがクリアされます。
'   原因とされるレジスタに SRQ要因が残っている場合は、要因はクリアされません。
'   OVPの場合は、OVP検出後 Alarmとして検出されるため、RESETコマンドを送信してアラーム解除を行っています。
'　アラーム解除後、FAUレジスタおよびシリアルポールレジスタを読み出して、レジスタをクリアしておく必要があります。

'サービスリクエスト
'<<SRQ>>
Dim vset As Double
vset = 15
On Error Resume Next
Call Tx("UNMASK 1;FUNMASK 1") 'アンマスク・レジスタ、フォールト・アンマスク・レジスタ設定
Call Tx("OVPSET 17.5;ISET 15") 'OVP17.5V設定 ,電流設定 15A
Call Tx("OVPACTN 1") 'リミット時のアクション 1:OUT OFF、ディレイ時間 0.05sec
Call Tx("VSET" + Str$(vset)) '電圧 15.0V設定
Call Tx("OUT ON") '出力 ON
Call Tx("CLR") 'レジスタクリア

Dim retVal As Integer

Do
DoEvents
Call Tx("VSET" + Str$(vset))
retVal = io.ReadSTB 'シリアルポーリング
'Debug.Print retVal
Sleep (200) 'ディレイ

vset = vset + 0.1
Loop Until retVal > 64 'SRQが立つまでループ

Dim spoll_result As String
spoll_result = SRQ_analyze(retVal) 'サービスリクエスト内容解析コール
MsgBox spoll_result + vbCrLf + vbCrLf + "が発生しました。"'解析結果表示

'-----------------------------------------------------------------------------------------------
Call Tx("RESET") 'アラーム解除
Call Tx("SETINI") '各種設定を工場出荷時に戻しす
Call Tx("FAU?") 'アラーム解除後、フォールトジスタをクリアする
retVal = io.ReadSTB 'アラーム解除後、シリアルポールレジスタをクリアする

End Sub
'-----------------------------------------------------------------------------------------------

Function SRQ_analyze(spoll_data As Integer) As String
'サービスリクエスト内容解析
'シリアルポール実行後、ステータス・バイト・レジスタの内容を解析します
'サマリービットが ONの場合は、サマリービットに対応するレジスタ内容を問合せ、内容を解析します
Dim i As Integer
Dim STBreg(7) As Integer
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Dim FAUreg(7) As Integer
Dim ERRreg(7) As Integer

'---------ステータス・バイト・レジスタ解析-----
For i = 7 To 0 Step -1 'クエリを 8ビットに分解

If spoll_data - 2 ^ i < 0 Then 'STBreg(0)～ STBreg(7)に 0,1を代入
STBreg(i) = 0 '

Else '
spoll_data = spoll_data - 2 ^ i '
STBreg(i) = 1 '

End If '
Next
If STBreg(0) = 1 Then SRQ_analyze = "FAU" 'シリアルポールレジスタのビット 0が１なら、FAUを返す
If STBreg(1) = 1 Then SRQ_analyze = "PON" 'シリアルポールレジスタのビット 1が１なら、PONを返す
If STBreg(2) = 1 Then SRQ_analyze = "SEQ END" 'シリアルポールレジスタのビット 2が１なら、SEを返す
If STBreg(3) = 1 Then SRQ_analyze = "ERR" 'シリアルポールレジスタのビット 3が１なら、ERRを返す
If STBreg(4) = 1 Then SRQ_analyze = "MCB" 'シリアルポールレジスタのビット 4が１なら、MCBを返す
'If STBreg(6) = 1 Then SRQ_analyze = "RQS" 'シリアルポールレジスタのビット 6が１なら、RQSを返す
'--------フォールト・レジスタ解析 ------------
If STBreg(0) = 1 Then 'フォールト・レジスタ・サマリビット ON

Call Tx("FAU?") 'フォールト・レジスタ問合せ
spoll_data = Val(g_strRxd) 'FAU?のクエリを数字に変換

For i = 7 To 0 Step -1 'クエリを８ビットに分解
If spoll_data - 2 ^ i < 0 Then 'FAUreg(0)～ FAUreg(7)に 0,1を代入

FAUreg(i) = 0 '
Else '

spoll_data = spoll_data - 2 ^ i '
FAUreg(i) = 1 '

End If '
Next

If FAUreg(0) = 1 Then SRQ_analyze = "OVP" 'ビット 0が 1なら、OVPを返す
If FAUreg(1) = 1 Then SRQ_analyze = "OCP" 'ビット 1が 1なら、OCPを返す
If FAUreg(2) = 1 Then SRQ_analyze = "OHP" 'ビット 2が 1なら、OHPを返す
If FAUreg(4) = 1 Then SRQ_analyze = "CV" 'ビット 4が 1なら、CVを返す
If FAUreg(5) = 1 Then SRQ_analyze = "CC" 'ビット 5が 1なら、CCを返す
If FAUreg(6) = 1 Then SRQ_analyze = "OC" 'ビット 6が 1なら、OCを返す

End If
'------------エラー・レジスタ解析-----------
If STBreg(3) = 1 Then 'エラーレジスタ・サマリービット ON

Call Tx("ERR?") 'フォールト・レジスタ問合せ
spoll_data = Val(g_strRxd)

Select Case spoll_data

Case 0
SRQ_analyze = "No error."

Case 1
SRQ_analyze = "I/F syntax error."

Case 2
SRQ_analyze = "I/F argument error."

Case 51
SRQ_analyze = "Parity error."

Case 52
SRQ_analyze = "Franing error."

Case 53
SRQ_analyze = "RX Buff overflow."

Case 54
SRQ_analyze = "RX Buff overflow."

Case 60
SRQ_analyze = "I/F invalid data."
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Case 61
SRQ_analyze = "I/F can't execute."

Case 62
SRQ_analyze = "I/F No answer."

Case 63
SRQ_analyze = "I/F worning data."

Case 79
SRQ_analyze = "Data clip."

Case 80
SRQ_analyze = "Prediction OVP"

Case 81
SRQ_analyze = "Prediction OCP"

Case Else
SRQ_analyze = "Other error."

End Select
End If

If STBreg(4) = 1 Then SRQ_analyze = "MCB" 'MCB ACTNビット ON

End Function
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［6］MCBのパス・アドレス指定と同時動作例

Sub example006()
'Sample program 6 ［GPIB/RS232C共通］
'［6］MCBのパス・アドレス指定と同時動作例
'複数台の PBXを同じタイミングで制御する例です。但し 2台目以降の PAXには MCB11Sオプションボードが必要です。
'MCB11Sオプションボードのスレーブ機器アドレスは、本体コンフィグにて、1～ 15の何れかに設定してください。
'複数台の PAD-LETにトリガ電圧を設定しておき、GETまたは TRGコマンドで一斉に電圧を出力します。
'MCBマスタアドレス:0固定　MCBスレーブアドレス:1～ 15
'MCBアドレス 16を指定すると、全ての MCB指定となります。
'MCBのパス・アドレス指定と同時動作例
'GETインターフェースメッセージは、GPIB通信時のみ使用できるコマンドです。RS232C使用時は、TRGコマンドを用います。

'<<MCB>>
Call Tx("PATH 0") 'マスターアドレス指定
Call Tx("VSET 0;OUT ON;TRIGVSET 5@") 'トリガ時の電圧設定 5V

'----------------以下のプログラムは、MCB接続時以外はコメントのまま-------------------------
'Call Tx("PATH 1") 'スレーブアドレス設定
'Call Tx("VSET 0;OUT ON;TRIGVSET 12@") 'トリガ時の電圧設定 12V

'------------------------------------------------------------------------------------------

Call GET_operation 'GETコマンド発行（GPIBのみ有効、RS232Cの場合はTRGコマンド使用）
'Call Tx("TRG") 'RS232Cの場合
Sleep (5000) '5秒間のwait時間
Call Tx("PATH 16;TRIGVSET 0@") '全ての機器のトリガ電圧を 0Vに設定
Call Tx("TRG") 'TRGコマンド発行（GPIB/RS232C共通）

End Sub
'-----------------------------------------------------------------------------------------------

Sub GET_operation()
Dim buff_ary(5) As Byte
Dim count As Long
Dim retVal As Long
Dim GPIB_ADDRESS As Integer

GPIB_ADDRESS = 1
buff_ary(0) = &H3F 'UNL
buff_ary(1) = &H40 'TA
buff_ary(2) = &H20 + GPIB_ADDRESS 'MLA1
buff_ary(3) = &H8 'GET
count = 4 '送信バイト数
retVal = m_session_INTFC.Command(buff_ary, count)

End Sub
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［7］シーケンス動作例１　［NVIモード］

Sub example007()
'Sample program 7［ノーマル・シーケンス登録］
'新規シーケンスの登録
'(1)シーケンスモード設定
'NEWSEQ <Mode,TimeUnit> [1:NV　2:NI 3:NVI],[1:TimeUnit ms 2:TimeUnit sec 3:TimeUnit minute 4:TimeUnit hour]
'モード問合せコマンド:SEQMODE?　クエリは数字で返されます。［001:NV　002:NI  003:NVI］
'
'(2)シーケンス設定
'SEQUENCE <SEQ_No,PROG_No,LOOP_value,Chain_SEQ_No,End_prog_No>
'SEQ_No <１～ 8>  PROG_No <１～ 8>
'シーケンス問合せコマンド:SEQENCE?,<１～ 8>　クエリは、"1,1,10,2,0"のように返されます。
'
'(3)PROGRAM番号設定
'PROGRAM <1～ 16>
'プログラム番号問合せコマンド:PROGRAM?　クエリは 1～ 16で返されます。
'
'(4)ステップ設定 ［NV,NI,NVIモードの最大ステップ数:256ステップ］
'STEP <Step_No,Lamp_on_off,VoltSet_value,Lamp_on_off,CurrentSet_value,TRG_on_off,Out_on_off,Pause_on_off,time>
'ステップ番号 <1～ 256>
'電圧ランプ <ON,OFF>
'電圧設定値
'電流ランプ <ON,OFF>
'電流設定値
'トリガ出力 <1:ON　0:OFF>
'ポーズ ON/OFF設定　<1:ON　0:OFF>
'実行時間設定
'ステップ問合せコマンド:STEP?,<ステップ番号 > クエリは、"1,1,1,2,16"のように返されます。
'
'(5)プログラム最終行指定
'EOS <ステップ番号 >　ステップ番号省略時は、直前のステップ番号 +1ステップに書き込まれます。
'
'シーケンス動作例 1　（NVIモード）
'<<NORMAL SEQUENCE SAMPLE>>

'------ Mode ----------
Call Tx("EXECUTE 0") 'シーケンス実行モード解除
Call Tx("NEWSEQ 3,1") 'ノーマルシーケンス［NVI］モード指定
'------ Sequence ----------
Call Tx("SEQUENCE 1,1,1,2,16")
Call Tx("SEQUENCE 2,2,2,3,16")
Call Tx("SEQUENCE 3,3,1,0,16")
'------ Program ----------
Call Tx("PROGRAM 1") 'PROGRAM 1指定
Call Tx("STEP 1,0,0.00V,0,5.0A,0,1,0,50ms")
Call Tx("EOS") 'EOS送信

Call Tx("PROGRAM 2") 'PROGRAM 2指定
Call Tx("STEP 1,1,10.00V,0,5.0A,1,1,0,10ms")
Call Tx("STEP 2,0,10.00V,0,5.0A,0,1,0,20ms")
Call Tx("STEP 3,1,16.00V,0,5.0A,0,1,0,30ms")
Call Tx("STEP 4,1, 0.00V,0,5.0A,0,1,0,40ms")
Call Tx("EOS") 'EOS送信

Call Tx("PROGRAM 3") 'PROGRAM 3指定
'STEP番号省略時、直前の STEP番号 +1になります
Call Tx("STEP 1,0, 5.00V,0,5.0A,0,1,0,30ms")
Call Tx("STEP  ,0,15.00V,0,5.0A,0,1,0,20ms")
Call Tx("STEP  ,1, 0.00V,0,5.0A,0,1,0,50ms")
Call Tx("EOS") 'EOS送信
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Call Tx("PROGRAM 16") 'PROGRAM 16指定
Call Tx("STEP 1,0, 0.00V,0,5.0A,0,0,0, 1ms")
Call Tx("EOS") 'EOS送信

'------ SAVE to EEPROM ----------
Call Tx("FSAVE 0@") 'ファイル保存
Call Sequence_RUN 'シーケンス実行

End Sub

［8］シーケンス実行

Sub Sequence_RUN()
'Sample program 9［シーケンス実行］
'シーケンスの実行
'(1)プログラム番号指定:PROGRAM <1～ 16>　※直前に設定されている場合は、省略できます。
'
'(2)シーケンス実行モード設定
'EXECUTE <1,0> ［1:実行モード　0:編集モード］
'シーケンス実行モード問合せ:EXECUTE?　クエリは、1または 0で返されます。
'
'(3)実行・停止・ポーズ
'RUN <シーケンス番号 1～ 8>
'STOP
'PAUSE <1,0> ［1:ON　0:OFF］
'
'シーケンス実行中の状態問合せコマンド:RUNNING?
'クエリーは、<STOP:1,RUN:2,PAUSE:3>,<SEQ.NO>,<PROG.NO>,<STEP.NO>のように返されます。
'<<Fast Speed SEQUENCE Execute>>

Dim retVal As Integer
Call Tx("CLR") 'レジスタクリア
Call Tx("PROGRAM 1") 'PROGRAM 1指定

Call Tx("UNMASK 4") 'アンマスク・レジスタ、SEビット設定
Call Tx("SEQMODE?") 'シーケンスモード問合せ
If Val(g_strRxd) > 9 Then 'ファーストシーケンス判断

Call Tx("OUT 1@") '出力 ON送信
End If

'------ Execute----------
Call Tx("EXECUTE 1") 'シーケンス実行モード ON送信
Call Tx("RUN 1") 'シーケンス実行送信

'------ SEQUENCE STOP 検出 ----
Do

DoEvents
Call Tx("RUNNING?") 'シーケンス実行状態問合せ
retVal = io.ReadSTB 'シリアルポーリング
Sleep (100) 'ディレイ

Loop Until retVal <> 0 'SRQが立つまでループ

Dim spoll_result As String
spoll_result = SRQ_analyze(retVal) 'サービスリクエスト内容解析コール
MsgBox spoll_result + vbCrLf + vbCrLf + "SRQが発生しました。" '解析結果表示
Call Tx("EXECUTE 0") 'シーケンス実行モード OFF送信

End Sub
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５．１　前面パネル　　　　　　　　　　　　　　　　　

［7］ トリガ信号入出力端子

［8］ 出力電流モニタ端子

［9］ ハードウェアOVP設定ボリューム

［10］ ハードウェアOCP設定ボリューム

［11］ リモートコントローラ接続端子

［1］主電源スイッチ

［2］主電源インジケータ

［3］ 電源スイッチ

［4］ オプション・ボード・スロット１

［5］ 空気取入れ口

［6］ストッパー・ボルト

操作部

[1] 主電源スイッチ

　本機の主電源をオン／オフするスイッチです。このスイッチをオンすると［2］の主電源インジケー
タが点灯します。この場合の消費電力については第7章の仕様をご覧ください。

[2] 主電源インジケータ

［1］の主電源スイッチがオンのとき点灯します。また、入力電源の異常を示す機能も兼ねています。

点灯 ......... 正常

点滅 ......... 異常（U、V、Wのうちの1相が欠相している。）

消灯 ......... 異常（U、V、Wのうち2相が欠相しているかまたは全相とも給電されていない。）

[3] 電源スイッチ

　本機の電源をオン／オフするスイッチです。一度押すとオンに、もう一度押すとオフになります。こ
れは照光式押しボタンスイッチでオンにすると点灯します。

　このスイッチをオンすると約1秒間入力突入電流防止回路が動作した後、約2秒間セルフテストを実行
します。この間は他の機能は働きません。
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[4] オプジョン･ボード･スロット1

　オプション･インターフェース･ボードを挿し込むためのスロットです。次の3種類のいずれかのイン
ターフェース･ボードを装着することができます。

･IB11 （GPIBインターフェース）

･RS11 （RS-232Cインターフェース･ボード）

･MCllS （MCBインターフェース･ボード）

注意 ･ オプション･インターフェース･ボードやケーブルを着脱する際には必ず電源スイッチをオフ
してください。

･ このスロットと後面パネルにあるオプション･ボード･スロットとは同時に使用することはで
きません。両方のスロットにオプション･ボードを装着した場合はオプション･ボード･スロッ
ト1（前面パネル）が優先となります。

[5] 空気取入れ口

注意 ･ 空気取入れ口をふさがないでください。

[6] ストッパー･ボルト

警告 ･ 本機設置時には、必ずストッパー･ボルトで固定してください。

[7] トリガ信号入出力端子

　トリガ信号の入出力端子です。入出力の切り換えはコンフィギュレーション･メニューで行うことが
できます。

[8] 出力電流モニタ端子

　出力電流値をモニタするための端子です。定格電流出力時10Vが出力されます。（出力電流波形モニ
タとしては使用することはできません。）

[9] ハードウェアOVP設定ボリューム

　ハードウェアOVP設定用ボリュームです。

[10] ハードウェアOCP設定ボリューム

　ハードウェアOCP設定用ボリュームです。

[11] リモート･コントローラ接続端子

　付属の専用リモート･コントローラの接続端子です。
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操作部

［24］ 状態インジケータ１

［25］ 状態インジケータ２

［12］出力キー
　 　　

［13］ コントラスト・
　 　　 ボリューム

［14］ ディスプレイ
　 　　 

［15］ テンキー／機能キー
　 　 　

［16］ 動作モード・インジケータ

［17］プロテクション・キー

［18］ 電圧設定キー
　 　  　

［19］ジョグ・シャトル
　 　  　

［20］ 電流設定キー
　 　  　

［21］ メモリ・キー

［22］ 矢印キー
　 　  　

［23］ シーケンス・キー

[12] 出力キー

【OUTPUT】 押すたびに、出力のオン／オフが切り換わります。

出力がオンになっているときはLEDが点灯します。

オフのときは出力端子がハイインピーダンス(数kΩ)になります。

[13] コントラスト･ボリューム

　ディスプレイのコントラストを調整するボリュームです。

[14] ディスプレイ

　電圧、電流の設定値および様々なパラメータが表示されます。メニュー項目や各種メッセ一ジも表示
されます。

[15] テンキー･機能キー

数値の入力、メニュー項目の選択、機能の選択に使います。

【ESC】 操作を取り消します。または前のメニュー項目に戻ります。

【CLR】 入力した数値をクリアします。

【BS】 直前に入力した数値を削除します。

【0】～【9】 数値を入力します。またはメニュー項目を選択します。

【.】 小数点を入力します。

【SHIFT】 キーの下に書かれた青文字の機能を実行するときに押します。〈SHIFT〉LEDが点灯し
ているときに有効です。

【ENTER】 入力した数値を確定します。
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青文字の機能一覧

RESET

（【SHIFT】+【ESC】）エラーおよびアラームをリセットします。

IB　ST

（【SHIFT】+【CLR】）GPIBステータスを表示します。

LOCAL

（【SHIFT】+【BS】） インターフェースによるリモート状態をローカル状態に戻します。

Tr Tf

（【SHIFT】+【8】） C.VおよびC.Cでの立上り･立下り時間を選択します。

SETUP

（【SHIFT】+【7】） セットアップ･ファイルに関するメニューを表示します。

RESOLN

（【SHIFT】+【6】） 【V　SET】または【I　SET】のクリック分解能を設定します。（ジョグ、
【△】【▽】による設定）

【V　SET】状態のときに選択すると【V　SET】の分解能を、【I　SET】状
態にときに選択すると【I　SET】の分解能をそれぞれ設定することができま
す。

MEM　STORE

（【SHIFT】+【3】） メモリ領域の【A】、【B】、【C】、【D】への電圧･電流の設定値のペアを
書き込みます。

例:【SHIFT】＋【6】 MEM　STORE ＋【A】で、メモリAに書き込みます。

KEYLOCK

（【SHIFT】+【1】） 前面パネルのキーをロックします。

キー･ロック中は【SHIFT】＋【1】KEYLOCKの操作でキー･ロックを解除し
ます。

CONFIG

（【SHIFT】+【0】） 本機のパワー･オン時の動作条件を設定するためのコンフィギュレーション･
メニューを表示します。

[16] 動作モード・インジケータ

　本機の動作モードが後面パネルのアナログ･リモートコントロール端子からのリモートのときに点灯
します。

[17] プロテクション･キー

【PROTECT】 ソフトウェアOVP･ソフトウェアOCPを設定したり、その動作を選択したりします。

また、ハードウェアOVP･ハードウェアOCP設定値確認することができます。

AUTO

（【SHIFT】+【PROTECT】）

ソフトウェアOVP･ソフトウェアOCPを自動設定します。割合の変更は、コンフィギュ
レーション･メニューで行うことができます。
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[18] 電圧設定キー

【V　SET】 出力電圧の設定が可能になります。（この間LEDが点灯します。）数値の設定には
テン･キー、ジョグ･シャトル、【△】【▽】キーのいずれかを使うことができます。

V　FINE

（【SHIFT】+【VSET】）

出力電圧のファイン設定が可能となります。

数値の設定にはジョグ･シャトルを使います。

[19] ジョグ･シャトル

　数値を増減したり、メニューをスクロールするときに回します。

[20] 電流設定キー

【I　SET】 出力電流の設定が可能になります。（この間LEDが点灯します。）数値の設定には
テン･キー、ジョグ･シャトル、【△】【▽】キーのいずれかを使うことができます。

I　FINE

（【SHIFT】+【I　SET】）

出力のファイン設定が可能となります。設定にはジョグ･シャトルを使います。

[21] メモリ･キー

【MEMORY】 A、B、C、D（【SHIFT】＋ 矢印キー）またはジョグと【ENTER】キーにより、メモリ
にストアされている電圧･電流設定値のペアを呼び出すことができます。呼出しが可
能なときにはLEDが点灯します。

[22] 矢印キー

　 数値を増減したり、メニューをスクロールするときに押します。また、メモリ呼び出し時、メモリ
（A、B、C、D）選択をするときに押します。

[23] シーケンス･キー

　シーケンス･ファイルの編集およびシーケンス動作のコントロールのためのキーです。

【SEQ】 シーケンス･モードヘ入ります。シーケンス･モードにあるときにはLEDが点灯します。

【RUN】 選択したシーケンス･ファイルを実行します。

【EDIT】 シーケンス･ファイルを編集します。

【PAUSE】 実行中シーケンスを一時停止および再開します。

【STOP】 実行中および一時停止中のシーケンスを中止します。
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[24] 状態インジケータ1

　本機の状態を表示します。

C.V 定電圧動作状態のときに点灯します。

C.C 定電流動作状態のときに点灯します。

LIMIT 保護機能（OCP動作）が働いたときに点灯します。

CROWBAR
SW ON

クローバ・オプション内蔵の装置でOVP Actionが〈Crowbar ON〉
に設定されているときに点灯します。

[25] 状態インジケータ2

　［24］と同様に本機の状態を表示します。

C.V 定電圧動作状態のときに点灯します。（［24］と同じ）

C.C 定電流動作状態のときに点灯します。（［24］と同じ）

ALARM 保護機能（OVP、OHD、OCP、パワートランジスタ保護機能による
出力遮断）が働いたときに点灯します。
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５．2　後面パネル　　　　　　　　　　　　　　　　　

［32］アナログ・リモート・
　　　コントロール・スイッチ

［31］アナログ・リモート・
　　　コントロール端子

［33］リモート
　　　センシング端子

［35］製造番号

［26］入力端子カバー

［28］入力定格

［34］オプション・ボード・
　　　スロット2

［30］出力端子

入力端子カバーの内部

［27］入力端子

［29］入力定格

［36］空気吹出し口

[26] 入力端子カバー

警告 ･ 本機の入力電源の接続作業時以外は、必ず入力端子カバーを装着してください。

[27] 入力端子

U

V

W

接地端子です。

三相入力端子です。
相回転には無関係に接続すること
ができます。

警告 ･ 感電事故防止のため、入力電源ケーブルと同等の線材により本機の接地端子を必ず接地して
ください。

･ 接地されていなかったり、接地端子の接続がはずれていたりすると、感電の危険が生じ、人
身に重大な傷害が生じるおそれがあります。

･ 入力端子に触れてはなりません。

･ 本機入力端子や配電盤への接続は、危険を伴いますので、危険を熟知した専門の技術者が
行ってください。

･ 入力端子カバーをはずしたまま、本機に給電してはなりません
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[28] 入力定格

[29] 入力定格

[30] 出力端子

　通常は付属のショート･バーを用いて、＋端子または－端子をシャッシ･グランドに接続してくださ
い。

注意 ･ 付属のカバーを取り付けてください。

[31] アナログ･リモート･コントロール端子

下記のアナログ･リモート･コントロールを行うための端子です。

･　電圧による出力電圧のコントロール

･　抵抗による出力電圧のコントロール

･　電圧による出力電流のコントロール

･　抵抗による出力電流のコントロール

･　出力オン／オフのコントロール

･　電源スイッチの遮断

･　C.Vモニタ

･　C.Cモニタ

･　各種信号出力

注意 ･ 電源スイッチがオンになっているときには、コネクタを着脱したり、配線したりしないでく
ださい。

[32] アナログ･リモート･コントロ一ル･スイッチ

　出力電圧･出力電流のアナログ･リモート･コントロールの入力（電圧、抵抗）を切り換えるためのス
イッチです。

[33] リモート･センシング端子

　リモート･センシングの配線を接続する端子です。負荷線の抵抗による電圧降下や、接触抵抗による
出力電圧の変動を防ぎます。

注意 ･ センシング中にセンシング配線または負荷線がはずれないよう、しっかりと接続してくださ
い。どの接続がはずれた場合でも、負荷または本機を壊すおそれがあります。

･ 付属のカバーを取り付けてください。
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[34] オプション･ボード･スロット2

　オプション･インターフェース･ボードを挿し込むためのスロットです。次の3種類のいずれかのイン
ターフェース･ボードを装着することができます。

･　IB11 （GPIBインターフェース･ボード）

･　RS11 （RS-232Cインターフェース･ボード）

･　MCllS （MCBインターフェース･ボード）

注意 ･ オプション･インターフェース･ボードを着脱する際には、必ず電源スイッチをオフにしてく
ださい。

･ このスロットと前面パネルにあるオプション･ボード･スロット1とは同時に使用することはで
きません。両方のスロットにオプション･ボードを装着した場合は、スロット1（前面パネ
ル）が優先となります。

[35] 製造番号

[36] 空気吹出し口

　ファンの吹出し口です。高温（室温＋40℃程度）になりますので注意してください。

注意 ･ 吹出し口に触れたり、吹出し口をふさいだりしないでください。

･ 負荷条件により熱風（室温＋40℃程度）が吹き出します。本機の後方に、熱に弱いものを置
かないでください。





















第7章　仕　様

７ .１　電気的仕様

・ 仕様は、特に指定のない限り下記の設定による値とします。

１．負荷は純抵抗とする。

２．リモート・センシングを行わない状態。

３．付属のショート・ピースを用いて、－出力をシャッシ・グランドに接続する。

　 PAD16-1000LET PAD35-500LET PAD60-300LET PAD110-150LET 単位

消費電力 主電源スイッチ ON (AC 200V) kW
電源スイッチ無負荷 (AC 200V) kW
　　　　　　全負荷 (AC 200V) 24.5 22 22 21 kW

入力電流 　　　　　　全負荷 (AC 200V) 100 90 85 81 A

A peak
100 90 85 81 A
100 90 85 81 A

短絡 → 全負荷 A
突入電流 A
電圧設定 可変範囲 0～16 0～35 0～60 0～110 V

分 解 能 *2  5 (1) 10 (1) 20 (1) 35 (10) mV
80 90 140 240 ± mV

ファイン分解能 0.75 0.8 1.3 2.2 mV
出力電圧 出力の誤差 *3  16 35 60 110 mV typ.

温度係数 ppm/℃
電流設定 可変範囲 0～1000 0～500 0～300 0～150 A

分 解 能 *2  300 (10) 150 (10) 100 (10) 50 (10) mA
2500 1100 750 320 ± mA

ファイン分解能 20 10 7 3 mA
出力電流 出力の誤差 *3  2000 1000 600 300 mA

温度係数 ppm/℃
デジタルメータ 出力電圧 表示の誤差　 *4 0.07%+5 0.07%+10 0.07%+20 0.07%+35 mV

温度係数 ppm/℃ typ.
出力電流 表示の誤差 　*4 0.3%+600 0.3%+300 0.3%+200 0.3%+100 mA

温度係数 ppm/℃ typ.

アナログ出力 出力電圧 出力電圧範囲 *5 V

誤　差 %V typ.
出力電流 出力電流範囲 *5 A

誤　差 % typ.0.2

150

モ

ニ

タ

100

150

10

0.1

10

600

 *1  50

出

力

設

定

ファイン可変範囲

100

ファイン可変範囲

　　　　　　　　項　　　　目

定　格　入　力　電　圧 AC200V ±10%, 3φ, 50/60Hz

入

力

特

性

0.015

0.35

全負荷 OUTPUT ON, Tr/Tf=50mS 600

全負荷 OUTPUT ON, Tr/Tf=150mS

全負荷 OUTPUT ON, Tr/Tf=600mS

　*1：電源スイッチ投入後、前面パネルが動作するまでに発生する入力電流のピーク値

　*2：（　）内は設定（10キー入力等）可能な値

　*3：校正時の温度±5℃における設定値に対する出力の誤差。（校正時および測定時の計測誤差を除く）

　*4：校正時の温度± 5℃における出力に対する表示の誤差を、定格表示の±（□□%+□□）で表す。

　　　（校正時および測定時の計測誤差を除く）

　*5：0～定格出力に対して

注意　
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